
　東日本大震災から4年が過ぎましたが、東北地
方の沿岸部は津波被害の爪痕がいまだあちこち
に残っています。そのような中、復興支援に山
梨県埋蔵文化財センターは3年前から毎年職員を
派遣しています。じっさい全国からおおぜいの
職員が支援に派遣されて地元の方とともに頑張
っています。私は昨年の平成26年度の一年間、
岩手県に派遣され、大槌町や「奇跡の一本松」
のある陸前高田市の復興支援で遺跡発掘調査に
携わりました。
　陸前高田市は、被災の中心地で山から何本も
の巨大なベルトコンベヤーが延びて、100ha以上
で最大11mのかさ上げ工事が盛んに行われていま
した。私が高台移転に伴う遺跡の調査に入った
のは、広田湾に面した標高30mほどの丘の上にあ
る縄文時代後期の堂の前貝塚です。発掘調査は、


